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研究成果の概要（和文）：本研究課題では，手話相互行為分析のための手話言語記述手法を提案することを試み
てきた．本記述手法は，ジェスチャー研究における「ジェスチャー単位」の考え方を手話表現に援用したもの
で，言語の音声的要素と同等の要素を記述するものである(例：引き伸ばされた末尾の音)．本記述手法により，
手話相互行為における「言いよどみ」や「言葉探し」の現象を分析することが可能になった．また，この記述手
法の構築により，手話相互行為において手話話者らが「即興手話表現」という方法で「言葉探し」を行い，問題
を解決している事実を指摘する論考をいくつか発表するに至った．

研究成果の概要（英文）：In this project, we attempted to propose a new scheme for annotating and 
transcribing sign language interactions. The method we proposed is based on 'Gesture Unit' 
originally came from Gesture studies, which is nearly equal to transcription system for phonetic 
features in spoken interaction, e.g. extended final particle. Thereby, it is made possible to 
observe phenomena of 'hesitation' and 'word-search' in signed interaction. Furthermore, we published
 several papers on the original concept of 'improvisational signing' as a communicative strategy of 
word-searching.

研究分野： コミュニケーション学

キーワード： 日本手話　手話相互行為　マウジング　即興手話表現　手話言語記述手法　トランスクリプト　ジェス
チャー単位　言いよどみ
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１．研究開始当初の背景 
	 従来，手話言語学では研究資料を音声言語
の書記システムを用いて作成してきた．図 1
は従来の音声言語の書記システムを利用し
た作例の一例である(書記英語で記述された
アメリカ手話)． 

	 写真の下に大文字で書かれている英単語
の列は，右手(上段)，左手(下段)で表されてい
る手話単語の列を意味する．これは「ラベル」
もしくは「グロス」と呼ばれる．右手と左手
の段に書かれる小文字の英語は指さし動作
を表す．日本語に訳すならばこれは「さて，
(テレビ会議の問題は)3 つに分けられます．
私のゴールは…」といった語りの冒頭箇所の
表現である．アメリカ手話における文法と身
ぶりと意味について議論した Liddell(2003,
図 1は p.225から引用)はこの事例を用い，利
き手(strong hand)と非利き手(weak hand)の
使われ方(非利き手が海に浮かべられる「ブイ
(Buoy)」の役割をし，談話内に同じ形の非利
き手が現れる限り同じ主題が語られる談話
管理的使用)に言及した．  
	 こういった学術的背景の中，研究代表者は
(1)手話の手の動きの細分化，(2)手話相互行為
分析の必要性を感じていた．まず(1)について，
従来の手話言語記述手法では，図１の 2段目
の１枚目 (右手： TIME-BREAK，左手
THREE-LIST)と 2枚目(右手：PRO-1,左手：
前の手形位置保持)の写真の間にあるはずの
手の動作の変化が記載されない．次に(2)につ
いて，この部分は「(省略)分けられます．私
の (省略 )」の箇所であるので，分節や
TCU(turn constructional unit)の区切れがあ
るはずである．しかし，これも記載されてい
ない． 
	 今後，これまでに蓄積された手話の文法規
則や談話管理規則が，日常会話などの実践的
相互行為においてどのように用いられてい
るのかに焦点を当てるためには，従来の記述
手法から漏れている情報を拾い上げる必要
があと考えた．  
 
２．研究の目的 
	 手話言語には書き言葉が存在しない．例え
ば，日本に住むろう者(日本手話を生活言語と
する人々)は，話し言葉のために日本手話を用
い，読み書きのために音声日本語の書記シス

テムである書記日本語を用いるといった二
言語併用環境にある．  
	 音声相互行為を対象とする会話分析は，G.
ジェファーソンが作成した音声的要素(発話
の重複，音調の変化，語末の引き延ばし，無
音区間等)を緻密に書き起こした転記資料(ト
ランスクリプト)を用いて，様々な研究が展開
されてきた(Jefforson, 1984)．本研究課題は，
音声言語の相互行為分析や会話分析と同等
の分析が，手話相互行為に対して可能になる
環境を構築する目的で，手話相互行為分析の
ための言語記述手法を提案することを試み
た． 
 
３．研究の方法 
	 図 2は，研究開始当初に開発中であった
手話言語記述手法の一例である(「私の名前
は佐藤です」の東京方言)．我々が開発する
手法は，ジェスチャー研究における「ジェ
スチャー単位」(Kendon, 2004)の考え方を
手話表現に援用したもので，言語の音声的
要素と同等の要素を記述するものである
(例：引き伸ばされた末尾の音)．従来の記
述手法と根本的に異なるのは，両手の動き
を詳細に記述する点である．また，手が動
いていないが，表現空間に留まっている部
分についても「保持(hold)」として記述す
る． 
以下の三つの手続きを繰り返し実施し，手
話相互行為分析のための言語記述手法の開
発を実施した． 
(1) 開発中の手話言語記述手法に基づ

いたデータのアノテーション作業	
(2) (1)の手法の利点を明確に示すため

の手話会話データ収録	

 
図 1 従来の音声言語の書記システムによる作例 

 

図 2 研究開始当初に開発中だった記述手法一例 

図 3 本研究課題で開発した記述手法一例 



(3) 手話会話を用いたデータセッショ
ン(会話分析研究で頻繁になされる
スタイルのもの)	

	
４．研究成果	
	 図 3 は，本研究課題で開発した手話相互行
為分析のための言語記述手法の一例である．
データは「日本手話話し言葉コーパス」(Bono	
et	al.,	2014)から借用したものである．こ
こでは，アニメーションの内容を語る側の手
話話者(A)が「(別室で)アニメを見たんだけ
ど」とこれからコミュニケーションを始める
ためのコミュニケーション，いわゆるメタレ
ベルのコミュニケーションを開始している．
しかしながら，A は「アニメ」の手話表現が
わからず，何度かさまざまな表現を試みる．
その際，右手と左手に「保持(hold)」が現れ
る．「RH:post-s-h」という記載が右手による
ストローク後保持，「LH:post-s-h」という記
載が左手によるストローク後保持である．こ
れらの記載を施すことで，手話相互行為にお
ける「言いよどみ」や「言葉探し」の現象を
分析することが可能になった．	
	 この記述手法の構築により，手話相互行為
において手話話者らが「即興手話表現」とい
う方法で「言葉探し」を行い，問題を解決し
ている事実を指摘する論考をいくつか発表
するに至った．この方法は，日本のろう者は
日本手話を主としつつ，「言葉探し」などの
トラブル時に日本語を巧みに組み合わせて，
バイモーダルにコミュニケーションするこ
とを裏付けるもので，日本手話と日本語の関
係を議論する必要性を浮き彫りにした．	
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